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名古屋東海ワイズメンズクラブブリテン

会長メッセージ ②
会長 柴田 洋治郎

メールについて

会長就任以来、７月１日～２

４日に私が受け取った、ワイズ

関係者からのメールは２４件に

上ります。勿論ワイズに関する

大切な情報が主ですが、中には、転送等による重

複情報も散見されます。この件数は、私がわが社

で受け取るメール件数を上回っていることから判

断しても、相当多いと考えられます。

メールの利用度が高まったのは、世の中の流れ

と並行してここ数年の現象と思われます。私がＥ

ＭＣの中部主査を担当していた３年前の実績表等

の伝達手段はまだＦＡＸが主体でした。メールは

情報伝達手段として、正確に、迅速に、大量に、

更には上書きにより情報を加工することも可能と

いう点において極めて有益なものです。しかし、

これほどの大量のメールが来ると、私には、その

重要性の取捨選択が悩ましい問題となっていま

す。例会で報告または協議するのはどれかと。

世の中には、高齢者を中心に（わがワイズも例

外ではない）パソコン及びメールに慣れない人も

数多くいて、情報量の偏在という面において一部

社会問題化しています。パソコンもメールも単に

事務処理または情報伝達の一手段に過ぎず、ＩＴ

を絶対視してはならないと思います。

皆さんのご意見はいかがですか。

７月裸で語り合う会の報告

●御在所で第４４回総会

７月２日（土）～３日（日）

オテル・ド・マロニエ湯の山

湯の山のオテル・ド・マロニエにおいてクラブ

総会（裸の会）が開催され、四日市クラブの会員５

名を含め２１名が参加、内１４名が宿泊した。

夕方６時より開会式の後、議事に入り、最初に八

木直前会長より前年度の活動報告があった。その主

な内容は、①例会出席率は、年間９０％達成賞受賞

②ＥＭＣは残念ながら、新規会員獲得はならず、逆

に１名のドロップをみた③ＹＭＣＡ行事への参加は

従来同様、積極的に行われた④ＣＳ献金、ＢＦとも

受賞を果たした⑤ＤＢＣは御殿場クラブと締結⑥ホ

ームページは中部ＨＰの中で、仮開設された⑦根の

上キャンプ場整備では、湿地整備費の予算措置が必

要との意見も出されました。続いて、前年度一般会

計報告に移り、柴田前会計より、予算対比及び前年

収支実績対比とも大幅な好転を見たが、その中身は

入金面では会費の前受金が２５万２千円あったこ

と、支出面では多くの事業予算項目が消化されなか

ったことによ

る も の で あ

る。財務的に

はプラスの半

面、事業の活

発化に必要な

経費は議論の

上、支出を行

っても良いと

の指摘も行われた。

特別会計報告では鈴木浩之前年及び当年度担当よ

り行われ、実績はほぼ予算通り執行され、当年度予

算は入出金とも前年比若干プラスの内容となった。

、 、 、議事終了後 会食に移り アルコールも手伝って

四日市のメンバーの皆さんとの話も弾み、賑やかに

和やかな内に食事を終えて、役員の引き継ぎ式も行

われた。当日夜の宿泊者は四日市クラブと一部の所

用のあるメンバーを除き、１４名が宿泊した。就寝

まで眠気を吹き飛ばす、白熱した議論を交わす者も

いた。

、 、 、 、翌朝 プログラムに沿い 礼拝後 新会長の感話

今年度活動方針案の報告の後、今年度一般会計予算

案が説明された。この中で長谷川中部部長を資金面

でサポートするための予算措置が報告された。また

財務面での理想は会員を増やし、活動費も増やす拡

大均衡が望ましいとの意見も出された。

、 、その他として ①総会開催日は会計締切の都合上

６月末直後ではなく、原則第２土曜とする②ラ・ス

ースの例会場の席の取り方に関し、偏りがあるとし

て、毎回フレキシブルに変える方が良い③ゲストス

ピーチのスタートが遅い傾向があるとして、７時３

０分にはスタートする習慣をつけることが必要との

提言等がなされた。

総会収支については２４千円余剰が生じた（飲み

代が予算を大幅に下回った）ので、一般会計の雑収

入に計上した。 （柴田 洋治郎記）
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７月第２例会報告

第２例会での協議・決定事項は以下のとおり。

① 月第一例会はオークション。担当は遠藤君、8
杉山君、八木君の３名

②今季もメンバースピーチを継続して行う。８月担

当は鈴木孝幸君にお願いをする。

③ 資金申請については、今季は申請をしないこCS
とにした。

④名古屋地区ワイズ連絡会（ 月 日）は会長が7 27
出席をする。

⑤ 月 日の中部部会実行委員会は拡大準備委員7 28
会とし、極力参加を呼びかけることとした。

⑥同じく 月 日の中部部会は東海クラブのメン8 28
バーは全員参加をブリテンで呼びかける。

⑦各クラブにおける会員の年代構成と平均年齢調査
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票は会長が取りまとめることとした。

⑧東日本大震災復興支援事業アンケートは浅野君が

取りまとめることとした。

⑨鈴木孝幸君に西日本区組織検討・安全対策委員の

委嘱状が会長より手渡された。

⑩ブリテン ページ目のクラブ役員名に誤りがあ4
るので訂正するようにとの指摘があった。

yyyyyyyyyyyyyyyyyyy

根の上キャンプ場、整備活動奮戦記

７月 日、 日23 24
に、これで何度目に

なるのか数えること

も出来ないほどだ

が、整備作業を行っ

た。あいにく、日和

田のワークと日程が

重なったことから、

代表して八木メンが

日和田キャンプ場を

訪問。その足で根の

上へ合流した。

参加者は５人。夏

しかできない宿泊付

きの作業で、 日の午前から、三々五々集まった23
ワーク参加者は、それぞれ食材や準備資材を持ち寄

って集合。到着した者から、それぞれの役割を自分

で判断し、早速作業を始める。これまで広場を暗く

覆っていた立木は伐採され、広場の脇に固められて

いましたが、作業の度に杉山メン（火の神様）の指

導によって焼却され、そのほとんどが処理されまし

た。橋爪メンは火の神様の指導により、火の番を仰

23せつかり、焚きつけの板類をせっせと運ぶ係。

日だけでも、整備はみるみる進み、広場はかなり広

くなってきました。次の新キャビンを建設する場所

も整備が進んでいます。

八木メンは一人で黙々と厨房棟の塗装作業。半日

で塗料の１缶が終了したところで、塗り残しは次の

機会に残し「ああ、きれいに生まれ変わった」と自

賛。またユンボをトラックに積んで運んできた山村

、 、 、 、メンは 切り株の掘り起こし 石運び 丸太運びと

人の手では半日以上かかる作業を、あっという間に

写真上＝新築のような厨房こなしていきました （。

棟、下は「火の神様」が丸太焼却の指導中）

夜は鉄板を持ち出して焼き肉パーティーです。漆

黒の闇に包まれた根の上は、たき火の明かりとトイ

レ横の電球の明かりだけで、虫の声しか聞こえませ

ん。ビールを飲みながら、一日の作業を振り返り、

整備完遂の夢を語り合いました。

あと、もう一息。新しい根の上を夢見ています。

yyyyyyyyyyyyyyyyyyy

中部だより ②
中部部長 長谷川 和宏

梅雨明けが早かった割に、真夏らしくない天候

不順。長～い夏はまだまだ続きます。

今期スタートして1カ月。思いのほか、中部の

実務が多いのに圧倒される。

今月は、28日(日)開催の中部部会準備がメイン

の月です。

参加者確保が第1の課題。会場定員を集めなけ

れば、中部部会は始められない。部会は、イベン

トがそのまま ｢楽しむワイズ｣｢学べるワイズ｣｢働、

けるワイズ｣｢つなげるワイズ｣に直結し、実感で

きることをすべてのワイズメンに呼びかけたい。

先月時点でクラブの構成メンバーの年代調査が

行なわれた。当然ながらも 年間で平均年齢は5
確実に上昇しています。東海クラブも多少出入り

があったものの、プラス 歳アップ。3
だからこそ、 М 。ＥМＣ＝｢楽しむワイズ｣E C

｢学べるワイズ｣｢働けるワイズ｣｢つなげるワイズ｣

＝中部部会の成功と確信しています。

部会当日の役割も決まりました、事務局もがん

ばります。皆さま、ご協力ください。
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今月２８日は中部部会です
一人でも多くの参加を！！

長谷川中部部長の任期が始まり、いよいよ昨年か

ら準備を進めてきた第１５回中部部会が、今月２８

日（土）に名古屋新幹線口の名鉄ニューグランドホ

テルで開催されます。

申し込み一次締切を７月末で集計していますが、

今までのところ残念ながら事務局予測を大幅に下回

る人数となっており、目標１２０名の数字にはほど

遠いのが実情です。

中部部会はワイズ活動の基盤である、それぞれの

クラブが、その地域ごとに集まり、地域のワイズ活

動を確かめ合う機会となっています。毎年、中部に

属する各クラブが、持ち回りで部会をホストしてい

ることはご存知の通りで、東海クラブは８年前の２

００３年９月に名古屋国際会議場で第７回中部部会

以来となります。長谷川部長を支え、ぜひこの部会

を成功させなければなりません。

あと一カ月を切りましたが、これからが準備の本

番です。去る７月 日に中部事務局会議の拡大準28
備会を開催し、プログラムと大筋の役割分担が決ま

りました。皆さんにお役をお願いすることになると

思いますが、何よりも皆さんこぞっての参加をよろ

（実行委員長 橋爪 良和）しくお願いします。
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お 誕 生 日 お め で と う ご ざ い ま す
メ ン 月 日 野村 秋博君8 10
メネット 月 日 加藤 慶子さん8 1

月 日 鈴木 智子さん8 4
月 日 杉山 由香里さん8 20

yyyyyyyyyyyyyyyyyyy

今月の西日本区強調月間は
です。Youth Activities

Youth Activities今月の西日本区強調月間は

。 （ ）です 藤川洋Ｙサ・ユース事業主任 広島クラブ

はユースと共にワイズの世界を拡げましょう！と

アピールをされています。

東海クラブだより
◇ 続きます。４カ月たった７月大震災支援募金が

１１日は、名古屋ＹＭＣＡスタッフとワイズメン、

計１２名で実施。夕方６時から１時間ほどの呼び掛

けでしたが、１３６３０円が集まりました。東海ク

ラブからも３人が参加。とくに今回は被災地へのユ

ースボランティアの派遣費用と、被災地の子供達の

ためのキャンプ費用にすることをアピールしまし

た。あの震災から時間は確実にたっていますが、復

興はこれからです。立ち止まって千円札を入れて頂

いたおばあさんに感謝します。８月１１日も実行し

ます。

◇ ７月２５日から東北へ向かった復興支援のため

わが東海クラブの鈴木一弘メンは現在、仙台ＹＭＣ

Ａを拠点に各地を移動。支援活動を続けています。

その活動レポートが中部の公式ＨＰに随時、掲載さ

れていますので、ぜひご覧ください。

◇名古屋ＹＭＣＡは福島の子供たちをこの夏のキャ

ンプに無料招待し、放射能のない自然の中で生活を

してもらうプログラムを実施します。

yyyyyyyyyyyyyyyyyyy

◆現在は「戦後」ではなく 「震災後」編集後記 、

なのだという思いを強くします。あの時が、日本人

の生き方や考え方のターニングポイントになったよ

うな気がします。生きていく上で、本当に必要なも

のは何か。いきがいとは何か、正義とは何か、絆と

は何か。豊かさとは何か。それらのすべてを考えさ

せられ、今までの自分たちの行動や価値観が問い直

されています。

◆恐らく、これからかなり長い期間、日本の政治や

経済は混迷を深めることでしょう。それは過去の歴

史が証明しています。と同時に、新しい時代の始ま

りであることも証明されているのです。自分の自然

な気持ちを大切にして生きましょう。 （Ｙ．Ｈ）

◆２０１１～２０１２年度クラブ役員

会 長：柴田 洋治郎 副会長：服部 敏久

直前会長：八木 武志 書 記：浅野 猛雄

一般会計：深川 直 特別会計：鈴木 浩之

連絡主事：東田 美保

ＹＭＣＡサ・ユース 鈴木（一 、加藤）

地域奉仕・環境 松本、野崎

ＥＭＣ（会員増強） 八木、山田

ファンド（クラブファンド）

（ ）、 、 （ ）鈴木 孝 遠藤 鈴木 浩

交流（ＩＢＣ、ＤＢＣ）野村、鈴木（孝 、橋爪）

広報・ブリテン 深川、橋爪、菅沼

同（発送） 浅野、長谷川、八木

根の上担当 山村、伊藤、杉山、八木

メネット連絡員 浅野

メール連絡員 柴田 【敬称略】

中部役員◆

部長 長谷川 和宏 書記 八木 武志

会計 松本 勝 事務局長 浅野 猛雄

部会実行委員長 橋爪 良和

同副委員長 服部 敏久 【敬称略】

№ 開　催　日 ７

／

2

第

１
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会

７

／

21

第

２

例

会

７

／

23

・

24

日

根

の

上

７

／

28

中

部

拡

大

準

備

会

フ

ァ

ン

ド

ポ

イ

ン

ト

１ 浅井　秀明 広　義　会　員

２ 浅野　猛雄 ○ ○ ○ ○ ３９５０

３ 伊藤　貴久 ○ ４４５０

４ 遠藤　彰一 ○ ○ １６１００

５ 加藤　友昭 ４５００

６ 柴田　洋治郎 ○ ○ ○ ８１００

７ 菅沼　東平 ５００

８ 杉山　敏雄 ○ ○ ○ ○ １６３００

９ 鈴木　一弘 ○

１０ 鈴木　孝幸 ○ ３００００

１１ 鈴木　浩之 ○ ○ ６０５０

１２ 野村　秋博 ○ ◎ １５５５０

１３ 野崎　勉 １０００

１４ 橋爪　良和 ○ ○ ○ １３４００

１５ 長谷川　和宏 ○ ○ ８３５０

１６ 服部　敏久 ○ ２７５０

１７ 東田　美保 ○ ○ ○ １９５０

１８ 深川　直 ○ ○ １１９００

１９ 松本　勝 ○ ４７００

２０ 八木　武志 ○ ○ ○ １１３００

２１ 山田　英次 ○ ６２００

２２ 山村　喜久 ○ ○ ７７００

ｹﾞｽﾄ 四日市クラブ ５名


